
③ログイン後、製品カテゴリーを選択すると、下に
サイズが表示されますので、必要なサイズを
選択しダウンロードして下さい。データは、ＤＸＦ
形式で、ＺＩＰ形式にて圧縮されております。 

TOPページの「ＣＡＤデータダウンロード」を
クリックします。

ＣＡＤデータダウンロード方法

①「新規登録」をクリックして会員登録を行ってくだ
さい。 
②登録完了後、当方より登録完了のお知らせメールが
届きますので、登録時のメールアドレスとパスワード
を入力してログインしてください。

各製品のチラシデータ（ＰＤＦ形式）
をダウンロードできます（会員登録
は不要です）

その他のお問い合わせは、こちらの
お問い合わせフォーム又は、各営業
所へお問い合わせください

ＣＡＤデータのダウンロードができ
ます。（会員登録が必要です。下記
のＣＡＤデータダウンロード方法を
ご参照ください）

1

3

2

イビコンURL　http://www.ibicon.co.jp
弊社ホームページには、製品情報や導入事例等、様々な情報を発信しています。

ホームページ・ＣＡＤデータ ダウンロード方法のご案内

■本　　　社 岐阜県大垣市津村町２丁目６５番地
 Ｔｅｌ.０５８４-８２-５１００（代） Ｆａｘ.０５８４-８１-９５９６
■三重営業所 三重県いなべ市大安町大井田２１６０番地５
 Ｔｅｌ.０５９４-７７-０４７８ Ｆａｘ.０５９４-７７-０９５６
■愛知営業所 愛知県一宮市丹陽町五日市場字屋敷２５９番地サンライフ五条１０１号室
 Ｔｅｌ.０５８６-６４-５８７３ Ｆａｘ.０５８６-６４-５８８１
■阪神営業所 兵庫県神戸市中央区加納町２丁目１０-１６カサベルデみやこ１０１号室
 Ｔｅｌ.０７８-８０６-８２８０ Ｆａｘ.０７８-８０６-８２８１
■京滋営業所 滋賀県栗東市安養寺７丁目１番１８号エステートビル２Ｆ
 Ｔｅｌ.０７７-５５２-３７５１ Ｆａｘ.０７７-５５３-０１７２
■長浜事務所 滋賀県長浜市湖北町速水２９７２番地
 Ｔｅｌ.０７４９-７８-１２３０ Ｆａｘ.０７４９-７８-２２７９
■九州営業所 熊本県熊本市中央区新大江３-２-３ALVEARE 水前寺６０４号室
 Ｔｅｌ.０９６-２３４-６１４６ Ｆａｘ.０９６-２３４-６１４７
■関東営業所 神奈川県横浜市港北区新横浜３丁目２１-５ワイズ新横浜８０２号室
 Ｔｅｌ.０４５-５９４-６６４０ Ｆａｘ.０４５-５９４-６６４１
■北関東営業所 埼玉県上尾市愛宕１丁目１７-１２ルネス・ディアハイツ１０３号室
 Ｔｅｌ.０４８-８７１-９２４７ Ｆａｘ.０４８-８７１-９２５７
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自在Ｒ連続基礎

直線からカーブへ、
　　　自在に曲線へ対応

車両の転落防止に効果を発揮！

新規格Ｈ型はＳＢ種に対応

ベースプレート式で
工期短縮！

ＲS基礎

ガードレール・ガードパイプ
自在R連続基礎ブロックシリーズ Ver.8Ver.8
NETIS旧登録番号　ＣＢ-０５００４０-ＶＥ

活用促進技術



工期短縮

自在Ｒ連続基礎 ガードレール・ガードパイプ
自在R連続基礎ブロックシリーズ Ver.8Ver.8

製品概要 規準の改定

車両用防護柵の設置の主な目的

たわみ性防護柵の支持条件の変更について（概要）

防護柵の設置規準 車両用防護柵標準仕様

平成16年3月に改定

主な改定のポイント

●景観形成に配慮した防護柵の整備
●支柱式基礎の背面土量の算出方法
●連続基礎の設計方法

連続構造物とする事で衝突時の安定が確保されます

自在R

曲線施工例

直線からカーブへ
　　自在に曲線へ対応

自転車のチェーンをイメージし、カーブに自在に
対応できるプレキャスト連続基礎となっています

❶背面土質量の評価（標準仕様P101）

❷コンクリート根巻き構造による対応策（標準仕様P132）

❸連続基礎構造による対応策（標準仕様P133）

■土中埋込み用の場合

防護柵の各仕様によって定められた支柱1
本が関与する背面土質量の評価を行う。

❶で算出された背面土質量が規準より下回
る場合には、不足分を根巻きコンクリートに
より補う。

❷で算出された根巻きコンクリートの形状寸
法が施工性に影響するような形状の場合、連
続基礎などの対策を行う。

車両の路外への逸脱による乗員の人的被害の防止
車両の路外などへの逸脱による第三者への人的被害の防止

1
2

Ａ型
幅630×高450

B型
幅400×高450

S型
幅650×高600

H型
幅750×高500

地中埋設式の、現場打ち連続基礎と自在Ｒ連続基礎ブロックを比べると、型枠の設置や
コンクリート養生に要する時間を短縮でき、さらに、強度の発生による供用開始までの
期間が約１／３の施工期間で行うことができます。

50
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200 550
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工期短縮
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自在Ｒ連続基礎 ガードレール・ガードパイプ
自在R連続基礎ブロックシリーズ Ver.8Ver.8

やじろべぇ式支柱建て込み工法（オプション）
設置歩掛り

やじろべぇ金具により、

支柱簡単施工！

置き式使用 ●参考延長一覧表

B型
400×450

A型
630×450

自 在 R 連 続 基 礎衝
突
荷
重

衝
突
条
件

計算上の必要延長

計算上の必要延長

A種
55
kN

30
kN

B種
C種

断

　面

断

　面

26m

14m B種33m　 C種34m

H型
750×500

自在R連続基礎衝
突
荷
重

衝
突
条
件

計算上の必要延長

計算上の必要延長

SB種 80
kN

60
kNSC種

断

　面

断

　面

24m

16m

やじろべぇ金具を支柱に取り付けて、
製品にあらかじめ設けてある切り込み
溝に差し込むだけで、簡単に支柱の位置
を決めることができます。基礎に設けた切り込み溝に、やじろべぇ金具を取り付けた支柱を建て込む。

●参考延長一覧表
（安全率1.5）

現 場 打

連続基礎

計算上の必要延長

計算上の必要延長

S型
650×600

B型
400×450

A型
630×450

自 在 R 連 続 基 礎衝
突
荷
重

衝
突
条
件

A種 55
kN

30
kN

B種
C種

断

　面

断

　面

10m

10m

20m
（基礎延長は21mとなります）

10m
（基礎延長は11mとなります）

29m

15m 28m

埋設使用

移動距離が大きい為、大惨事に!

独立式の基礎は、衝突時の
安全性を考慮していない

自在R連続基礎は、車両用防護柵標準仕
様・同解説の連続基礎の設計を参考に、
連続延長で衝突荷重を受け持つという考
えで、安定計算をしています。

歩行者の
安全確保

暫定共用
箇所へ

車線の
絞込みに

横浜APEC関連 安全対策工事

使用例　　　　　　　　　　　　　　　　　

歩車道分離に設置 中央分離帯に設置 置き式基礎として設置

安定計算

設
計
条
件

車両用防護柵標準仕様・同
解説の連続基礎の設計を参
考に、連続延長で衝突荷重を
受け持つという考えで、安定
計算をしています。

● 衝突高さ………………………hp=0.6m
● コンクリートの単位体積重量 ……γc=23kN/㎥
● 土の単位体積重量 …………γt=19kN/㎥
● 土の内部摩擦角 ……………φ=30°
● 基礎地盤の摩擦係数 ………μ=0.6
● 基礎地盤の許容支持力 ……300kN/㎡
● 輪荷重 ………………………Wt=25kN
● 受働土圧 ……………………考慮する

連続基礎ブロック

※

Ｈ型・Ｓ型・Ａ型　数量

擁壁内側に使用する場
合には、擁壁の構造検
討・安定検討が必要と
なりますのでお問い合
わせください。

※現場状況に合わせて計算・提案させて頂きますのでお問い合わせください。

※現場状況に合わせて計算・提案させて頂きますのでお問い合わせください。

（安全率1.5）
SB 80

50
0

750
200 550

330

50
0

50
0

750
200 550

330

50
0
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断

　面

重
量 758㎏

断

　面

重
量 797㎏

断

　面

重
量 938㎏

自在Ｒ連続基礎 ガードレール・ガードパイプ
自在R連続基礎ブロックシリーズ Ver.8Ver.8

バリエーション
製品構成

Ｂ型（400×450）　支柱間隔　2.0ｍ、1.5ｍ、1.0ｍ

接続詳細図

［埋　設］

［置き式］

基本規
格

断

　面

重
量
規
格

断

　面

重
量

端部Ａ 端部Ｂ

基本（1ｍ） 端部Ａ（1ｍ） 端部Ｂ（1ｍ）

778㎏ 547㎏ 566㎏

346㎏ 257㎏ 274㎏

両端部Ａ

両端部Ｂ

1ｍ調整端部　端部ＡＬ

1ｍ調整端部　端部ＢＬ

断

　面

重
量 957㎏

※防護柵支柱をベースプレー
ト式（P.9参照）とすること
により、大幅な工期短縮が
可能です。

5 6
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自在Ｒ連続基礎 ガードレール・ガードパイプ
自在R連続基礎ブロックシリーズ Ver.8Ver.8

基本　3m

1846㎏

基本

1202㎏

Ａ型偏芯タイプ（630×450）　

［埋　設］

規
格

断

　面

重
量

規
格

断

　面

重
量

基本　3m 端部Ａ 端部Ｂ

端部Ａ 端部Ｂ

820㎏ 883㎏

1846㎏

基本

1202㎏ 820㎏ 883㎏

［置き式］

［埋　設］ 規
格

断

　面

重
量

基本 端部Ａ 端部Ｂ

1690㎏ 1178㎏ 1241㎏

Ｓ型（650×600）　支柱間隔　2ｍ

先端工　ノーズブロック

断

　面

重
量 1284㎏

断

　面

重
量 933㎏

断

　面

重
量 2530㎏

先端工　ノーズブロック ドラム（ＮＤ）

先端工　分流ノーズドラム（ＮＤＷ）

［埋　設］ ［置き式］

３m

延長調整

製品構成

接続詳細図

Ａ型（630×450）　
※防護柵支柱をベースプレート式（P.9参照）とすることに
より、大幅な工期短縮が可能です。

※防護柵支柱をベースプレート式（P.9参照）とすることに
より、大幅な工期短縮が可能です。 ※B型用

※B型用

※B型用

7 8
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自在Ｒ連続基礎 ガードレール・ガードパイプ
自在R連続基礎ブロックシリーズ Ver.8Ver.8

ベースプレート式防護柵

［置き式］
標準タイプ

施工手順

形状寸法

H型（750×500）支柱間隔１m　

H型防護柵の支柱は現在の穴式から、ベースプレート式になりました。ベースプレート式
になった事により防護柵の設置作業が大幅に簡略化され、
工期が短縮が可能となり、早期の道路開放ができます。

ベースプレート式は、
Ａ型・Ｂ型にも対応可
能です

従来工法より工期を60％短縮します！ 夜間工事、交通量の多い箇所での
リスクマネジメントに貢献します！早期開放を求められる工事において、効果を発揮します。

従来工法 ベースプレート工法

ベースプレート
（参考図）

ベースプレート
（参考図）

35
35

3518035
250

18
0

25
0

4-26キリ

12
6
22

Φ114.3

規
格

断

　面

重
量

端部Ａ 端部Ｂ基本

1739㎏ 781㎏ 767㎏

モルタル

モルタル

砂

1985

75
0

1985

50
0

55
0

20
0

500 1000 500

側面図

平面図

側面図

平面図

55
0

20
0

50
0

425 500

10
0

75
0

1055

790 側面図

平面図

1045

50
0

1045

75
0 55
0

20
0

500 425

50
0
10
0

67
5

330

34
0

84
0

50
0

750
200 550

50
0

□125

M20インサート

❶荷姿・アイボルトの取付け

アイボルトM20を
インサートに奥まで
ねじ込む

❷製品の吊り上げ

❸製品の設置 ❹連結ボルトの取付け

❺キャップの取付け ❻防護柵の建込（完了）

設置予定場所に、自在Ｒ基礎を置く。
設置予定場所に墨出しをしておくと、施工が早い。

連結ボルトM27を
Ｔ型レンチで
締め付ける。

連結ボルト部と
吊りインサート部に
キャップを取り付ける
（連結ボルト部キャップは
仮設の場合のみ取付ける）

連結ボルト部
キャップ

吊りインサート部
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自在Ｒ連続基礎 ガードレール・ガードパイプ
自在R連続基礎ブロックシリーズ Ver.8Ver.8
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標準タイプ
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自在Ｒ連続基礎 ガードレール・ガードパイプ
自在R連続基礎ブロックシリーズ Ver.8Ver.8

自在Ｒ連続基礎連結部構造設置後の取り外し手順

設置状況

Ａ：取り外す製品
Ｂ：取り外す後ろの製品

❶ボルトの取り外し

❷製品の持ち上げ ❸製品の回転

❹横へ移動 ❺取り外し完了

製品Ａ・Ｂ・Ｃの連結ボルトを外す

製品Bの片側を、製品Ａの皿部から外れるまで
持ち上げる

製品Ｂを持ち上げたまま50センチほど回転移
動する。回転後、製品Ｂを下す

製品Ａの取り外し完了（約10分で簡単にできます）抜き出したい製品Ａを吊り上げて横へ移動する

A B C

A

A B

Ｈ型の連結部
下部 上部

M27ボルトを２本使用して連結

下部の上に上部を被せて連結する

連結完了

Ａ型・Ｂ型・Ｓ型の連結部

M27ボルトを使用して連結 連結完了

下部の上に上部を被せて連結する

連結ボルト
M27×305

M27インサート

B

A
B A

B

下部上部

※逆手順をすることにより、製品Ａの再設置が可能です。

M27
インサート

11 12



自在Ｒ連続基礎 ガードレール・ガードパイプ
自在R連続基礎ブロックシリーズ Ver.8Ver.8

自在Ｒ連続基礎連結部構造設置後の取り外し手順

設置状況

Ａ：取り外す製品
Ｂ：取り外す後ろの製品

❶ボルトの取り外し

❷製品の持ち上げ ❸製品の回転

❹横へ移動 ❺取り外し完了

製品Ａ・Ｂ・Ｃの連結ボルトを外す

製品Bの片側を、製品Ａの皿部から外れるまで
持ち上げる

製品Ｂを持ち上げたまま50センチほど回転移
動する。回転後、製品Ｂを下す

製品Ａの取り外し完了（約10分で簡単にできます）抜き出したい製品Ａを吊り上げて横へ移動する

A B C

A

A B

Ｈ型の連結部
下部 上部

M27ボルトを２本使用して連結

下部の上に上部を被せて連結する

連結完了

Ａ型・Ｂ型・Ｓ型の連結部

M27ボルトを使用して連結 連結完了

下部の上に上部を被せて連結する

連結ボルト
M27×305

M27インサート

B

A
B A

B

下部上部

※逆手順をすることにより、製品Ａの再設置が可能です。

M27
インサート

11 12



岐阜国道事務所（岐阜県） 長浜土木事務所（滋賀県）

施工実績

自在Ｒ連続基礎 ガードレール・ガードパイプ
自在R連続基礎ブロックシリーズ Ver.8Ver.8

施工実績

駒ケ根市役所（長野県） 甲府河川国道事務所（山梨県） 多治見市役所（岐阜県）

常陸太田市役所（茨城県）

亀山市役所（三重県）

各務原市役所（岐阜県）

本州四国連絡高速道路（岡山県）

首都高速道路（神奈川県）

ＮＥＸＣＯ中日本（東京都）

愛知国道事務所（愛知県） 熊本県宇城地域振興局（熊本県） NEXCO東日本（岩手県）

福知山河川国道事務所（京都府） NEXCO中日本（岐阜県）

歩車道分離

転落防止

ＮＥＸＣＯ中日本（三重県） 沼津河川国道事務所（静岡県）

逸脱防止 通学路の安全確保

宮崎河川国道事務所（宮崎県） 堺市役所（大阪府）

縁石兼用

橋脚の防護

中央分離帯

堤防道路転落防止 車線誘導 スマートIC建設工事区間防護

ＮＥＸＣＯ西日本（広島県）

対面通行区間中央分離帯

札幌市役所（北海道）

ＮＥＸＣＯ西日本（兵庫県）

工事区間車線規制橋梁上 工事区間防護（フェンス取付け）

浜松河川国道事務所（静岡県）

橋脚部進入防止

置き式使用埋設使用
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適用範囲

特徴

設置歩掛り

ＲS基礎 ガードレール・ガードパイプ
自在R連続基礎ブロックシリーズ Ver.8Ver.8

製品概要

対象現場　路肩部において防護柵を必要とし、土中式建込が困難な現場を対象としております。

縦断勾配施行

●適用可能条件   ■ ガードレール種別がA種、B種、C種の場合
 ■ 裏込土　単位体積重量　19kN/m3  内部摩擦角 30°
 ■ 基礎地盤摩擦係数　μ=0.6(砂質土程度)
 ※上記以外の場合には適用可能か別途検討が必要となります。

●ボルト連結構造である為、生コン等が不要になり、即日埋め戻しが可能となり、
　従来工法より大幅な工期短縮可能。
●チェーンのように自在にカーブに対応し、底版の斜切り不要で外Rは最小10R
　まで対応可能。
●縦断勾配は最大10％まで対応可能。
●やじろべぇ式支柱建込み工法により、防護柵の施工性が向上します。
●現場打ち基礎に比べ工期短縮1/3

●適用可能箇所

路肩部
地下埋設物の干渉によ
る土中建て込みの標準
埋め込み深さが確保出
来ない場合などに適用
します。

ブロック積擁壁上部
防護柵基礎を別途設置することによ
り、ブロック積擁壁とは分離した構造と
なる箇所に適用できます。

補強土壁部
【多数アンカー式補強土壁工法設計・施
工マニュアル　第3版－平成14年10
月　財団法人土木研究センター】及び
【補強土壁（テールアルメ）壁工法設計・
施工マニュアル　第3版－平成15年
11月　財団法人土木研究センター】に
準じて適用できます。

安定計算

擁壁工指針及び、車両用防護柵標準仕様・同解説の連続基礎の設計を引用し安定計算
をしています。

設
計
条
件

上記計算は通常路肩に設置する場合のものです。
下部条件（補強土壁等）の場合は別途検討が必要となりますのでお問い合わせ下さい。

連続する基礎延長で衝突荷重を受け持つ1ブロック
として、1ブロック当たりの分布荷重を考慮する

衝突荷重

外R最小
10Rまで
対応可能

● 衝突高さ……………………hp=0.6m
● コンクリートの単位体積重量 …γc=24.5kN/㎥
● 土の単位体積重量 ………γt=19kN/㎥
● 土の内部摩擦角 …………φ=30°
● 基礎地盤の摩擦係数 ……μ=0.6
● 基礎地盤の許容支持力 …必要支持力以上
● 輪荷重 ……………………Wt=25kN
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断

　面

重
量 1,159㎏

製品構成

ＲS基礎 ガードレール・ガードパイプ
自在R連続基礎ブロックシリーズ Ver.8Ver.8

施工実績

断

　面

重
量 1,755㎏

基本　3m

断

　面

重
量 907㎏

断

　面

重
量 841㎏

延長調整

峡東建設事務所（山梨県） 秋田河川国道事務所（秋田県） NEXCO西日本九州支社（福岡県）

揖斐土木事務所（岐阜県） 新城設楽建設事務所（愛知県） 光都土木事務所(兵庫県）

御浜町役場（三重県） 沼津河川国道事務所（静岡県）

NEXCO東日本（千葉県）

庄内川河川事務所（愛知県）

舗装前 舗装後

接続詳細図

基本　２m

３m

施工実績

端部Ａ 端部B
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③ログイン後、製品カテゴリーを選択すると、下に
サイズが表示されますので、必要なサイズを
選択しダウンロードして下さい。データは、ＤＸＦ
形式で、ＺＩＰ形式にて圧縮されております。 

TOPページの「ＣＡＤデータダウンロード」を
クリックします。

ＣＡＤデータダウンロード方法

①「新規登録」をクリックして会員登録を行ってくだ
さい。 
②登録完了後、当方より登録完了のお知らせメールが
届きますので、登録時のメールアドレスとパスワード
を入力してログインしてください。

各製品のチラシデータ（ＰＤＦ形式）
をダウンロードできます（会員登録
は不要です）

その他のお問い合わせは、こちらの
お問い合わせフォーム又は、各営業
所へお問い合わせください

ＣＡＤデータのダウンロードができ
ます。（会員登録が必要です。下記
のＣＡＤデータダウンロード方法を
ご参照ください）

1

3

2

イビコンURL　http://www.ibicon.co.jp
弊社ホームページには、製品情報や導入事例等、様々な情報を発信しています。

ホームページ・ＣＡＤデータ ダウンロード方法のご案内

■本　　　社 岐阜県大垣市津村町２丁目６５番地
 Ｔｅｌ.０５８４-８２-５１００（代） Ｆａｘ.０５８４-８１-９５９６
■三重営業所 三重県いなべ市大安町大井田２１６０番地５
 Ｔｅｌ.０５９４-７７-０４７８ Ｆａｘ.０５９４-７７-０９５６
■愛知営業所 愛知県一宮市丹陽町五日市場字屋敷２５９番地サンライフ五条１０１号室
 Ｔｅｌ.０５８６-６４-５８７３ Ｆａｘ.０５８６-６４-５８８１
■阪神営業所 兵庫県神戸市中央区加納町２丁目１０-１６カサベルデみやこ１０１号室
 Ｔｅｌ.０７８-８０６-８２８０ Ｆａｘ.０７８-８０６-８２８１
■京滋営業所 滋賀県栗東市安養寺７丁目１番１８号エステートビル２Ｆ
 Ｔｅｌ.０７７-５５２-３７５１ Ｆａｘ.０７７-５５３-０１７２
■長浜事務所 滋賀県長浜市湖北町速水２９７２番地
 Ｔｅｌ.０７４９-７８-１２３０ Ｆａｘ.０７４９-７８-２２７９
■九州営業所 熊本県熊本市中央区新大江３-２-３ALVEARE 水前寺６０４号室
 Ｔｅｌ.０９６-２３４-６１４６ Ｆａｘ.０９６-２３４-６１４７
■関東営業所 神奈川県横浜市港北区新横浜３丁目２１-５ワイズ新横浜８０２号室
 Ｔｅｌ.０４５-５９４-６６４０ Ｆａｘ.０４５-５９４-６６４１
■北関東営業所 埼玉県上尾市愛宕１丁目１７-１２ルネス・ディアハイツ１０３号室
 Ｔｅｌ.０４８-８７１-９２４７ Ｆａｘ.０４８-８７１-９２５７
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自在Ｒ連続基礎

直線からカーブへ、
　　　自在に曲線へ対応

車両の転落防止に効果を発揮！

新規格Ｈ型はＳＢ種に対応

ベースプレート式で
工期短縮！

ＲS基礎

ガードレール・ガードパイプ
自在R連続基礎ブロックシリーズ Ver.8Ver.8
NETIS旧登録番号　ＣＢ-０５００４０-ＶＥ

活用促進技術


